
新三役を選出した教区総会

教区総会報告 3教区で新議長を選出

2019年度　❶ 九州・四国・北海・大阪

　
教
区
総
会

報
告
号
が
続

く
。
伝
道
地

を
同
じ
く
す

る
教
会
が
集

い
、
主
か
ら

委
ね
ら
れ
た
教
区
の
伝
道
進

展
の
た
め
伝
道
報
告
を
承
認

し
伝
道
計
画
を
可
決
す
る
。

▼
本
紙
編
集
委
員
た
ち
も
こ

れ
に
同
席
し
て
取
材
さ
せ
て

も
ら
う
。
残
念
な
が
ら
取
材

者
を
手
配
で
き
な
い
教
区
、

取
材
を
許
可
し
て
も
ら
え
な

い
教
区
も
あ
る
。
ぜ
ひ
次
は

こ
の
よ
う
な
教
区
も
取
材
が

許
さ
れ
る
よ
う
に
と
願
う
。

▼
委
員
が
取
材
す
る
場
合
で

も
、
教
区
に
報
告
執
筆
を
お

願
い
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

場
合
で
も
、
い
ず
れ
も
会
期

を
共
に
し
た
者
が
議
さ
れ
た

こ
と
を
取
材
し
報
告
す
る
。

適
切
に
報
告
で
き
る
よ
う
内

容
を
取
捨
選
択
、
割
愛
し
字

数
に
収
め
る
。
▼
時
間
を
共

有
し
て
い
な
い
者
が
伝
聞
で

報
告
記
事
を
書
く
こ
と
は
決

し
て
な
い
。
見
て
聞
い
た
者

が
書
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

伝
え
る
者
の
責
任
で
、
教
会

が
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
ず
に
噂
に
躍
ら

さ
れ
る
よ
う
な
紙
面
で
は
信

頼
は
得
な
い
。
▼
復
活
の
主

に
お
会
い
し
た
弟
子
た
ち

は
、
主
を
見
た
、
と
熱
意
と

忍
耐
を
も
っ
て
主
が
昇
天
な

さ
っ
た
後
の
時
代
に
福
音
を

伝
道
し
た
。彼
ら
の
言
葉
は
、

彼
ら
、
彼
女
た
ち
の
よ
う
に

は
主
を
見
る
こ
と
の
な
い

人
々
の
心
を
打
ち
魂
を
砕
き

キ
リ
ス
ト
者
た
ち
を
生
み
出

し
た
。
▼
全
国
各
地
で
持
た

れ
る
伝
道
会
議
を
伝
え
る
責

任
を
改
め
て
心
に
期
す
る
。

「ハラスメント問題の学び」を開催

日
下
部
新
議
長
、西
岡
新
副
議
長
、新
堀
書
記
を
選
出

教区

九
州

西
日
本
豪
雨
被
災
支
援
に
つ
い
て
報
告

教区

四
国

　
4
月
29
〜
30
日
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
フ
ォ
ー
レ
（
四
国
中

央
市
）
に
て
第
77
回
四
国
教

区
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開

会
時
出
席
議
員
数
は
1
5
1

名
中
1
2
2
名
だ
っ
た
。

　
開
会
礼
拝
後
、
組
織
会
を

経
て
直
ち
に
議
長
選
挙
を

行
っ
た
。
議
長
選
挙
お
よ
び

副
議
長
選
挙
に
先
立
ち
、
黒

田
若
雄
議
長
が
議
場
に
立
候

補
を
確
認
し
た
が
、
立
候
補

者
は
い
な
か
っ
た
。
三
役
が

再
選
さ
れ
た
。

　
常
置
委
員
会
は
松
井
暁
郎

書
記
を
通
し
て
「
2
0
1
8

年
度
の
四
国
教
区
の
活
動
の

中
心
」
は
「
西
日
本
豪
雨
に

よ
る
被
災
に
対
す
る
支
援
の

取
り
組
み
」
だ
っ
た
と
報
告

し
た
。
教
区
と
し
て
初
め
て

『
教
区
災
害
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
』
を
運
用
し
て
被
災
支

援
活
動
を
行
い
、
課
題
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
経
験

を
総
括
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
へ
の
備
え
が
必
要
と
、
今

後
の
展
望
が
告
げ
ら
れ
た
。

今
年
度
は
西
日
本
豪
雨
の
た

め
に
教
育
部
活
動
が
一
部
中

止
に
な
る
な
ど
災
害
の
影
響

が
報
告
さ
れ
た
。

　
四
国
教
区
で
は
2
0
1
5

年
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問

題
に
取
り
組
み
、
2
0
1
7

年
度
よ
り
常
置
委
員
会
の
も

と
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委

員
会
を
組
織
し
て
『
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
と
問
題
対
応
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を

作
成
、
2
0
1
8
年
度
に
は

『
四
国
教
区
に
お
け
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
基
本
方

針
と
そ
の
対
策
』、『
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
委
員
会
規
則
』、

『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口

規
則
』、『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調

査
委
員
会
規
則
』
を
制
定
し

て
2
0
1
9
年
2
月
25
日
よ

り
施
行
し
て
い
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、

総
会
の
初
日
夕
食
後
は
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
関
す
る

学
び
」
の
主
題
の
も
と
に
協

議
会
が
行
わ
れ
た
。
大
田
健

悟
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員

会
委
員
長
の
司
会
に
よ
り
、

黒
田
議
長
、
成
田
信
義
差
別

問
題
特
別
委
員
会
委
員
長
、

松
井
書
記
が
発
題
を
行
っ

た
。

　
活
発
な
質
疑
応
答
を
経

て
、
こ
の
世
的
な
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
で
は
な
く
牧
会
的

な
取
り
組
み
を
求
め
る
姿
勢

が
示
さ
れ
た
。

　
翌
二
日
目
朝
、
2
0
1
8

年
度
に
逝
去
さ
れ
た
教
職
4

名
の
追
悼
式
に
続
き
、
准
允

式
が
執
行
さ
れ
、
補
教
師
3

名
が
新
し
く
立
て
ら
れ
た
。

　
改
正
「
組
織
的
犯
罪
処
罰

法
」
に
対
す
る
声
明
を
内
閣

総
理
大
臣
に
表
明
す
る
議
案

に
つ
い
て
、
質
疑
を
経
て
採

決
が
行
わ
れ
た
。
ロ
ー
マ
の

信
徒
へ
の
手
紙
8
・
21
を
掲

げ
、
改
正
「
組
織
的
犯
罪
処

罰
法
」
の
恣
意
的
な
運
用
に

よ
り
「
内
心
の
自
由
」
が
侵

さ
れ
る
こ
と
へ
の
重
大
な
憂

慮
を
表
明
し
た
声
明
文
案

が
、
投
票
に
よ
り
可
決
さ
れ

た
。

　
教
区
会
計
に
つ
い
て

は
、
2
0
1
8
年
度
決
算

5
3
7
3
万
円
に
対
し
、

2
0
1
9
年
度
予
算
は
、
減

額
の
5
3
3
2
万
円
を
可
決

し
た
。

　
三
役
選
挙
結
果

【
議
長
】
黒
田
若
雄
（
高
知
）、

【
副
議
長
】
寺
島
謙
（
松
山

城
東
）、【
書
記
】
松
井
暁
郎

（
大
洲
）

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
上
島
一
高
（
松
山
）、

大
田
健
悟
（
鴨
島
兄
弟
）、

岡
本
康
夫
（
南
国
）、
篠
浦

千
史（
さ
や
）、矢
野
敬
太（
愛

南
）、
成
田
信
義
（
土
佐
）

【
信
徒
】
長
島
恵
子
（
鴨
島

兄
弟
）、
近
藤
康
夫
（
新
居

浜
西
部
）、
脇
萬
里
子
（
三

島
真
光
）、
細
谷
良
三
（
屋

島
）、
菅
田
栄
子
（
松
山
城

北
）、
遊
口
百
合
子
（
西
条

栄
光
）

（
原
田
裕
子
報
）

　
5
月
6
日
か
ら
3
日
間
、

福
岡
中
部
教
会
で
開
催
さ

れ
、
議
員
2
3
1
名
中
、
開

会
時
1
5
9
名
が
出
席
し

た
。

　
梅
崎
浩
二
議
長
は
、
35
分

間
、
8
頁
に
及
ぶ
長
文
の
議

長
報
告
で
、
先
ず
熊
本
・
大

分
地
震
被
災
教
会
15
教
会
に

触
れ
、「
修
復
・
再
建
教
会

11
。
部
分
補
修
教
会
2
。
着

工
待
ち
教
会
1
。
残
る
玖
珠

教
会
は
、
ま
だ
計
画
も
立
っ

て
い
な
い
。
そ
の
後
も
九
州

北
部
豪
雨
で
、
九
州
諸
教
会

は
、
災
害
へ
の
対
応
に
追
わ

れ
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

　
一
日
夜
行
わ
れ
た
議
長
選

予
備
選
で
は
、
梅
崎
浩
二
、

川
島
直
道
、
日
下
部
遣
志
3

議
員
が
上
位
3
者
と
な
っ
た

が
、
梅
崎
議
員
が
「
3
期
6

年
務
め
た
の
で
」
と
辞
意
を

表
明
し
、
二
日
目
午
前
の
再

選
挙
と
な
っ
た
。
選
挙
結
果

は
、
日
下
部
遣
志
（
88
票
）、

川
島
直
道
（
38
票
）、
梅
崎

浩
二
（
6
票
）
と
、
日
下
部

遣
志
議
長
（
川
内
）
が
選
出

さ
れ
た
。

　
日
下
部
新
議
長
は
、「
37

年
間
、
九
州
で
育
て
ら
れ

た
。
副
議
長
を
3
期
6
年
務

め
て
、
初
め
て
議
長
選
に
名

を
連
ね
た
が
、
支
え
合
い
の

大
切
さ
を
何
よ
り
も
感
じ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
副
議
長

選
は
、
西
岡
裕
芳
（
89
票
）、

川
島
直
道
（
48
票
）、
新
堀

真
之
（
14
票
）
と
、
西
岡
裕

芳
議
員
（
福
岡
警
固
）
が
初

の
副
議
長
。
正
副
議
長
推
薦

で
新
堀
真
之
書
記
（
香
椎
）

が
再
選
さ
れ
、
新
三
役
が
誕

生
し
た
。

　
同
様
に
選
挙
で
選
ば
れ
る

伝
道
セ
ン
タ
ー
委
員
長
に

は
、
多
田
玲
一
議
員
（
福
岡

女
学
院
）
が
再
選
さ
れ
た
。

　
一
日
目
午
後
4
時
30
分
か

ら
1
時
間
半
行
わ
れ
た
議
員

研
修
会
で
は
、
秋
山
徹
総
幹

事
が
教
団
機
構
改
定
を
主
題

と
す
る
議
員
研
修
会
講
師
を

務
め
た
。
石
橋
秀
雄
議
長
の

改
定
構
想
説
明
が
中
心
だ
っ

た
の
で
、
会
場
は
静
か
だ
っ

た
が
、
二
日
目
午
前
、
秋
山

総
幹
事
の
問
安
使
挨
拶
に

は
、
質
問
が
相
次
い
だ
。

　
だ
が
、
挨
拶
の
内
容
で
な

く
、
教
団
内
の
東
西
論
・
執

行
部
対
九
州
教
区
と
い
う
教

団
内
の
本
質
論
に
関
す
る
も

の
が
多
く
、
十
分
に
は
噛
み

合
わ
ず
、
議
論
に
ま
で
は
な

ら
な
か
っ
た
。

　
九
州
教
区
が
重
要
視
し
て

い
る
宣
教
基
本
方
策
は
、
更

新
期
を
迎
え
、
来
年
度
ま
で

2
年
間
の
基
本
方
策
が
提
案

さ
れ
た
。
議
場
か
ら
「
異
な

る
意
見
の
切
り
捨
て
は
い
か

が
な
も
の
か
」
な
ど
の
異
論

が
相
次
い
だ
が
、
採
決
の
結

果
、
1
3
1
対
52
で
修
正
案

は
否
決
さ
れ
た
。

　
三
日
目
午
前
、
韓
国
・
群

山
老
会
代
表
6
人
が
、
総
会

を
訪
問
し
、
議
場
の
大
歓
迎

を
受
け
た
。
九
州
教
区
は
、

2
0
0
2
年
、
郡
山
老
会
と

宣
教
協
約
を
締
結
し
て
お

り
、
本
年
3
月
、
梅
崎
議
長

が
第
6
次
宣
教
協
約
を
韓
国

で
締
結
し
た
返
礼
と
し
て
の

総
会
訪
問
。
3
日
間
の
総
会

で
、
会
場
が
最
も
沸
き
返
っ

た
時
だ
っ
た
。

　
18
年
度
決
算
は
5
2
8
9

万
2
3
5
1
円
で
、
前
年
比

18
万
3
9
1
1
円
増
。
19
年

度
予
算
案
は
5
6
0
2
万

1
5
8
0
円
で
、
前
年
比
2

万
3
6
8
0
円
増
だ
っ
た
。

　
熊
本
・
大
分
地
震
被
災

教
会
再
建
募
金
は
、
本
年

3
月
末
1
億
5
5
1
4
万

8
3
2
3
円
、
目
標
の
86
％

で
終
了
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
深
澤
奨
（
佐
世
保
）、

西
畑
望
（
国
分
）、
川
島
直

道
（
錦
ヶ
丘
）、青
山
実
（
名

瀬
）

【
信
徒
】
上
垣
明
美
（
行
橋
）、

佐
藤
ク
ニ
子
（
三
重
）、
小

西
眞
二
（
福
岡
中
部
）、
坂

上
剛
（
長
崎
馬
町
）

（
永
井
清
陽
報
）
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⑶
教
団
機
構
改
定
を

承
認
し
、
19
年
度
教

区
総
会
の
開
催
に
向

け
て
各
教
区
に
送
付

す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。

　「
基
本
方
針
の
改

訂
」
で
は
、
宗
教
改

革
5
0
0
周
年
を
踏

ま
え
た
文
言
と
な
っ

て
い
る
箇
所
の
改
訂

が
提
案
さ
れ
た
。

　「
基
本
方
針
の
展

開
」
で
は
、
基
本
方

針
が
提
示
す
る
三
つ

の
運
動
の
具
体
的

な
展
開
が
提
案
さ
れ

た
。「
祈
祷
運
動
」

で
は
、
伝
道
推
進
日

を
知
ら
せ
、
ポ
ス

タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
送

付
す
る
こ
と
、「
信

徒
運
動
」
に
お
い
て

は
、
信
徒
養
成
の
た

め
の
学
び
の
機
会
を

も
つ
こ
と
を
呼
び
か

け
、
講
師
を
派
遣
す

る
こ
と
、「
献
金
運
動
」
に

お
い
て
は
、
伝
道
推
進
日
に

覚
え
た
教
会
の
た
め
に
、「
全

国
伝
道
推
進
献
金
」
を
呼
び

か
け
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ

た
。

　「
機
構
改
定
」
で
は
、
40

総
会
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
、

「
教
団
機
構
改
定
案
骨
子
」

4
月
29
〜
30
日
に
か
け

て
、
札
幌
北
光
教
会
を
会
場

に
、
第
79
回
北
海
教
区
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会

時
の
議
員
数
は
、
1
2
3
名

中
1
0
2
名
で
あ
っ
た
。

　
開
会
礼
拝
直
前
に
、
1
名

の
按
手
、
1
名
の
准
允
に
つ

い
て
の
賛
否
が
議
案
と
し
て

議
場
に
諮
ら
れ
た
。
久
世
そ

ら
ち
議
長
は
、
現
在
の
教
団

の
二
種
教
職
制
度
の
問
題
点

に
触
れ
、「
こ
の
制
度
の
中

で
あ
え
て
補
教
師
の
立
場
に

留
ま
る
教
師
が
い
る
こ
と
、

苦
渋
の
選
択
の
中
で
正
教
師

試
験
に
臨
む
教
師
が
い
る
こ

と
を
覚
え
つ
つ
、
今
後
も
教

団
の
教
師
制
度
の
問
題
点
に

向
き
合
い
た
い
」と
語
っ
た
。

議
場
は
議
案
を
承
認
し
、
一

人
の
補
教
師
、
一
人
の
正
教

師
が
た
て
ら
れ
た
。

　
議
長
総
括
で
議
長
は
、「
前

年
の
教
区
総
会
で
、
大
嘗
祭

を
国
費
で
行
わ
な
い
こ
と
を

要
請
す
る
決
議
、
憲
法
改
正

に
反
対
す
る
決
議
、
ア
イ
ヌ

民
族
の
権
利
回
復
運
動
推
進

決
議
と
い
う
3
つ
の
特
別
決

議
を
可
決
し
た
が
、
そ
れ
か

ら
一
年
、
決
議
で
表
明
さ
れ

た
社
会
へ
の
危
惧
は
さ
ら
に

深
ま
っ
て
い
る
」
と
し
た
。

ま
た
、「
教
区
内
の
諸
教
会

は
そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の

中
で
、
苦
悩
を
味
わ
い
つ
つ

も
福
音
に
導
か
れ
、『
革
新
・

連
帯
・
平
和
』
と
い
う
福
音

理
解
の
も
と
恵
み
を
体
験
し

て
き
た
。
牧
師
不
在
の
教
会

も
あ
る
が
、
信
徒
の
奉
仕
や

各
個
教
会
の
み
な
ら
ず
、
教

会
間
の
協
力
に
よ
る
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
」と
述
べ
た
。

　
法
定
議
案
以
外
の
主
な
議

案
と
し
て
、
大
嘗
祭
及
び
即

位
礼
正
殿
の
儀
の
中
止
を
求

め
る
議
案
、
憲
法
9
条
改
正

に
反
対
す
る
議
案
、
沖
縄
辺

野
古
の
米
軍
基
地
建
設
に
反

対
す
る
議
案
、
日
本
の
防
衛

政
策
・
原
子
力
政
策
の
転
換

を
求
め
る
議
案
、
ア
イ
ヌ
民

族
の
権
利
回
復
運
動
を
推
進

す
る
議
案
等
が
議
さ
れ
た
。

　
教
会
が
社
会
に
ど
う
向
き

合
う
か
が
議
論
さ
れ
、
お
お

む
ね
賛
成
前
向
き
な
意
見
の

中
、
一
部
、
議
案
の
内
容
に

つ
い
て
は
賛
成
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
議
案
を
総
会
で
可
決

す
る
こ
と
に
反
対
す
る
と
い

う
意
見
も
聞
か
れ
た
。

　
教
団
問
安
使
は
秋
山
徹
総

幹
事
。
教
団
機
構
改
定
に
つ

い
て
資
料
を
も
と
に
説
明
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
議
長

挨
拶
に
つ
い
て
、
特
に
沖
縄

問
題
に
関
す
る
質
問
意
見
が

多
く
あ
っ
た
。「
少
し
づ
つ

で
は
あ
る
が
や
り
取
り
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
、
見
守
っ

て
ほ
し
い
」
と
総
幹
事
が
応

じ
た
。

　
選
挙
は
議
長
、
副
議
長
、

常
置
委
員
半
数
改
選
の
選
挙

で
あ
っ
た
が
、
三
役
が
一
新

さ
れ
た
。

三
役
選
挙
結
果

【
議
長
】
原
和
人
（
手
稲
は

こ
ぶ
ね
・
札
幌
富
丘
）、【
副

議
長
】
卜
部
康
之
（
千
歳
栄

光
）、【
書
記
】
齋
藤
開
（
旭

川
星
光
・
美
馬
牛
福
音
）

左から、卜部副議長、原議長、齋藤書記

常
置
委
員
︵
半
数
︶
選
挙

結
果

【
教
職
】
木
村
拓
己
（
美
唄
）、

伊
藤
大
道
（
興
部
）、
デ
ィ

ヴ
ァ
ン
・
ス
ク
ル
マ
ン
（
宣

教
師
、
任
期
1
年
）

【
信
徒
】
藤
巻
朋
子
（
札
幌

元
町
）、
小
関
優
（
新
得
）　

（
小
林
信
人
報
）

　
大
阪
教
区
総
会
が
5
月
3

〜
4
日
、
大
阪
女
学
院
ヘ
ー

ル
チ
ャ
ペ
ル
で
、
開
会
時
、

議
員
1
9
4
名
が
出
席
し
て

行
わ
れ
た
。

　
開
会
礼
拝
に
お
い
て
は
、

戦
争
責
任
告
白
を
リ
タ
ニ
ー

で
、
教
団
信
仰
告
白
を
口
語

左から、
尾島副議長、有澤議長、宮岡書記

で
行
っ
た
。

　
常
置
委
員
会
報
告
に
関
す

る
件
で
は
、
小
笠
原
純
議
長

が
、
主
た
る
取
り
扱
い
事
項

を
報
告
し
た
。

　
大
阪
北
部
地
震
、
台
風
21

号
の
対
応
に
つ
い
て
、
被
害

の
大
き
か
っ
た
教
会
に
見
舞

金
を
送
っ
た
こ
と
、
会
堂
建

築
貸
出
金
規
定
に
「
災
害
規

定
」
を
設
け
た
こ
と
等
を
報

告
し
た
。

　
教
団
伝
道
資
金
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
19
年
度
も
負
担

金
を
納
め
る
と
共
に
交
付
金

を
申
請
す
る
予
算
を
立
て
た

こ
と
を
報
告
。「
現
在
の
制

度
に
教
区
と
し
て
は
反
対
し

て
お
り
、
申
請
に
つ
い
て
は

常
置
委
員
会
で
も
意
見
が
拮

抗
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
「
支
援
特

別
委
員
会
」
に
つ
い
て
、
19

年
3
月
を
も
っ
て
終
結
し
た

こ
と
を
告
げ
、「
引
き
続
き
、

山
﨑
知
行
医
師
を
東
北
に
派

遣
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
三
役
選
挙
に
お
い
て
は
、

7
月
か
ら
他
教
区
に
転
出
す

る
小
笠
原
議
長
に
代
わ
り
有

澤
慎
一
議
長（
池
田
五
月
山
）

を
、
有
澤
副
議
長
に
代
わ
り

尾
島
信
之
副
議
長（
南
大
阪
）

を
選
出
。
宮
岡
真
紀
子
書
記

（
北
千
里
）
が
再
選
さ
れ
た
。

　
教
団
と
沖
縄
教
区
と
の

関
係
が
再
構
築
さ
れ
、「
教

団
沖
縄
宣
教
連
帯
金
」
減

額
分
2
分
の
1
（
40
万
円
）

を
大
阪
教
区
が
担
う
件
を
、

1
6
4
名
中
1
0
7
名
の
賛

成
で
可
決
し
た
。「
教
団
を

批
判
す
る
形
で
の
応
援
は
考

え
直
す
べ
き
」
と
の
反
対
意

見
、「
教
団
が
減
額
し
た
歴

史
的
事
実
は
重
く
受
け
止
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
の

賛
成
意
見
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
、「
北
村
慈
郎
教

師
戒
規
の
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
、
戒
規
適
用
が
無
効
で

あ
る
こ
と
の
確
認
を
す
る
声

明
を
出
す
件
」
を
1
5
1

名
中
98
名
の
賛
成
で
可
決
、

「
天
皇
代
替
わ
り
儀
式
に
反

対
す
る
声
明
を
大
阪
教
区
か

ら
出
す
件
」
を
1
4
2
名
中

1
2
0
名
の
賛
成
で
可
決
し

た
。
ま
た
、
緊
急
動
議
と
し

て
、
4
月
24
日
に
行
わ
れ
た

「
あ
い
り
ん
総
合
セ
ン
タ
ー
」

の
強
制
的
な
閉
鎖
に
抗
議
す

る
件
が
出
さ
れ
、
1
5
4
名

中
1
3
3
名
賛
成
で
可
決
し

た
。

　
教
区
で
は
機
構
改
革
に
つ

い
て
、
話
し
合
い
を
重
ね
て

来
て
い
る
が
、今
総
会
で
は
、

委
員
会
の
定
数
割
れ
に
対
応

す
べ
く
、
宣
教
部
と
諸
委
員

会
の
定
数
を
削
減
す
る
規
則

変
更
を
可
決
し
た
。
ま
た
、

三
つ
の
伝
道
所
の
廃
止
が
決

議
さ
れ
、「
心
痛
む
」
事
柄

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
祈

り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　
教
団
問
安
使
と
し
て
石
橋

秀
雄
議
長
が
挨
拶
し
、
質
疑

応
答
に
時
間
を
割
い
た
。
北

村
慈
郎
教
師
の
免
職
に
つ
い

て
、
撤
回
と
謝
罪
を
求
め
る

意
見
、
沖
縄
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
33
回
総
会
に
お
け
る

審
議
未
了
廃
案
を
謝
罪
し
、

協
力
金
を
元
に
戻
す
こ
と
を

求
め
る
意
見
等
が
あ
っ
た
。

常
置
委
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
山
田
真
理
（
扇
町
）、

井
口
智
子
（
河
内
松
原
）、

老
田
信
（
大
阪
聖
和
）、
上

地
武
（
箕
面
）、
一
木
千
鶴

子
（
高
石
）、
林
邦
夫
（
大

阪
城
北
）、
大
澤
星
一
（
西

大
和
）、中
西
真
二
（
小
阪
）、

吉
本
幸
嗣
（
岸
和
田
）、
田

邊
由
紀
夫
（
茨
木
）、
森
田

恭
一
郎
（
河
内
長
野
）

【
信
徒
】
鈴
木
惠
美
子
（
馬

見
労
祷
）、山
崎
喜
美
子
（
愛

隣
）、黒
野
忠
和
（
東
梅
田
）、

東
谷
誠
（
い
ず
み
）、
西
浜

楢
和
（
西
大
和
）、
筧
正
彦

（
茨
木
東
）、中
村
賢
治
郎（
小

阪
）、
筧
伸
子
（
茨
木
東
）

（
嶋
田
恵
悟
報
）

原
新
議
長
、卜
部
新
副
議
長
、齋
藤
新
書
記
を
選
出

教区

北
海

有
澤
新
議
長
、尾
島
新
副
議
長
、宮
岡
書
記
を
選
出

教区

大
阪

　　常議員会第41総会期

第
３
回︵
臨
時
︶

　
第
3
回
常
議
員
会（
臨
時
）

が
4
月
15
日
に
行
わ
れ
、
主

に
「
教
団
伝
道
推
進
・
機
構

改
定
に
関
す
る
件
」
を
審
議

し
た
。

　
教
団
伝
道
対
策
検
討
委
員

会
か
ら
の
三
つ
の
提
案
、
⑴

教
団
伝
道
推
進
基
本
方
針
の

改
訂
、⑵
基
本
方
針
の
展
開
、

岸俊彦小委員会委員長、
基本方針展開について説明

を
出
発
点
と
し
な
が
ら
も
思

い
切
っ
た
修
正
を
施
す
こ
と

も
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、

教
団
総
会
・
常
議
員
会
に
関

し
て
、
規
模
や
選
出
方
法
等

に
つ
い
て
、
委
員
会
・
事
務

機
構
に
関
し
て
、
議
決
と
執

行
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検

討
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
協
議
の
中
で
、
提
案
全
て

が
教
区
総
会
に
方
向
性
を
示

す
こ
と
の
承
認
な
の
か
、
機

構
改
定
以
外
は
、
今
常
議
員

会
の
決
議
に
よ
っ
て
実
行
に

移
す
の
か
が
問
わ
れ
た
。
石

橋
秀
雄
議
長
が
、「
基
本
方

針
の
具
体
的
展
開
は
常
議
員

会
の
承
認
を
受
け
次
第
、
実

施
し
た
い
」
と
述
べ
た
の
に

対
し
、「
実
行
に
移
す
の
は

時
期
尚
早
」、「
議
案
を
分
割

す
べ
き
」等
の
意
見
が
出
た
。

ま
た
、
機
構
改
定
に
つ
い
て

は
、「
前
出
の
骨
子
の
方
が

具
体
的
な
内
容
に
触
れ
ら
れ

て
お
り
提
案
は
骨
子
よ
り
後

退
し
て
い
る
」
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　
議
長
団
は
議
案
を
、「
教

団
伝
道
推
進
基
本
方
針
改
訂

の
件
」
と
「
教
団
伝
道
推

進
・
機
構
改
定
に
関
す
る

件
」
に
分
割
す
る
こ
と
を
提

案
し
議
場
は
承
認
。「
基
本

方
針
の
改
訂
」
は
、
今
常
議

員
会
で
改
訂
を
決
定
す
る
の

に
対
し
、「
教
団
伝
道
推
進
・

機
構
改
定
」
は
、
い
ず
れ
も

内
容
の
確
定
で
は
な
く
、
直

ち
に
何
か
を
執
行
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
両
議
案
を
賛
成
多
数
で

承
認
し
た
。

　
そ
の
他
、
一
つ
の
教
会
の

教
団
加
入
、
4
名
の
教
師
の

退
任
を
承
認
し
た
。

（
嶋
田
恵
悟
報
）

伝道推進基本方針改訂を決定
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41
総
会
期
第
1
回
教
師
委

員
会
が
、
4
月
5
日
、
教
団

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

委
員
の
交
代
も
あ
り
初
め
て

の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
の
で

お
互
い
の
短
い
挨
拶
を
交
わ

し
て
は
じ
め
た
。

　
招
集
者
で
あ
る
古
旗
誠
を

委
員
長
に
選
出
し
、
書
記
に

は
上
原
智
加
子
を
選
ん
だ
。

そ
の
他
、
今
期
の
委
員
に
は

日
下
部
克
彦
、
菅
根
信
彦
、

髙
橋
潤
、
松
木
田
博
、
原
田

の
ぞ
み
が
選
任
さ
れ
た
。

　
今
総
会
期
の
委
員
会
開
催

日
程
（
4
回
）
を
決
め
た
後
、

前
総
会
期
委
員
会
の
申
し
送

り
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
し

た
。

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
新

任
教
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
教
師
継
続
教
育
研
修
会

の
準
備
を
し
た
。

　
新
任
教
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
19
年
6
月
10
〜

12
日
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
熱
海
で

開
催
す
る
。
参
加
者
は
、
18

年
秋
、
19
年
春
受
験
合
格
者

等
新
任
教
師
と
前
回
・
前
々

回
欠
席
者
を
含
め
、
教
団
三

役
、
神
学
校
教
師
で
お
よ
そ

55
～
65
名
の
参
加
を
予
定
し

て
い
る
。
3
日
間
に
わ
た
る

集
会
は
、
新
任
教
師
に
と
っ

て
神
学
校
の
違
い
を
超
え
て

教
職
間
の
よ
き
出
会
い
と
交

流
、
そ
し
て
優
れ
た
講
師
や

教
団
議
長
、
神
学
校
の
教
師

た
ち
を
通
し
て
牧
会
上
の
労

苦
を
担
っ
て
い
く
上
で
の
励

ま
し
と
豊
か
な
慰
め
を
与
え

ら
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
、
東
中
国
教
区

の
被
災
地
へ
の
取
り
組
み
に

後列左から、
日下部、松木田、菅根各委員

前列左から、
古旗委員長、上原書記、髙橋委員

　
第
41
総
会
期
第
1
回
宣
教

研
究
所
委
員
会
が
4
月
12
日

に
教
団
小
会
議
室
に
お
い

て
、
秋
山
徹
総
幹
事
、
道
家

紀
一
担
当
幹
事
陪
席
の
も
と

で
開
催
さ
れ
た
。
委
員
の
構

成
は
、岡
本
知
之（
招
集
者
）、

熊
江
秀
一
、
小
林
光
、
柴
田

彰
、
高
橋
和
人
、
寺
田
信
一
、

長
山
道
の
7
名
で
あ
る
。
各

委
員
が
短
く
自
己
紹
介
を
し

た
後
に
、
宣
教
研
究
所
の
任

務
の
確
認
を
岡
本
委
員
が
冊

子
『
宣
教
研
究
所
50
年
の
歩

み
と
今
後
』
に
基
づ
い
て

行
っ
た
。
本
委
員
会
の
任
務

は
、
①
宣
教
に
関
す
る
研
究

の
テ
ー
マ
を
定
め
る
。
②
そ

の
テ
ー
マ
に
相
応
し
い
研
究

チ
ー
ム
を
組
織
す
る
。
③
研

後列左から、
熊江、寺田、柴田各委員

前列左から、
小林書記、岡本委員長、高橋委員

　
41
総
会
期
教
師
養
成
制
度

検
討
委
員
会
第
1
回
（
1
月

11
日
）、
第
2
回
（
3
月
1

日
）、
第
3
回
（
4
月
22
日
）

が
開
催
さ
れ
た
。
委
員
長
・

菅
原
力
、
書
記
・
東
野
尚
志
、

委
員
・
石
橋
秀
雄
、
岡
本
知

之
、
古
旗
誠
、
協
力
委
員
・

小
宮
山
剛
。

　
当
委
員
会
の
役
割
と
課
題

は
、
常
議
員
会
の
も
と
に
置

か
れ
た
（
常
設
で
は
な
い
）

委
員
会
と
し
て
、
神
学
校
と

の
協
議
を
継
続
し
、
教
師
養

成
の
課
題
と
内
容
を
整
え
て

行
く
と
共
に
、
教
師
の
生
涯

教
育
と
し
て
の
継
続
教
育
充

実
の
た
め
、
関
係
委
員
会
と

協
力
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
特
に
今
総
会
期
は
、
教
師

養
成
制
度
検
討
会
議
に
よ
る

「
答
申
書
」（
2
0
1
4
年
2

月
3
日
）
を
も
と
に
し
て
、

そ
の
具
体
化
を
求
め
て
行
く

こ
と
と
、
神
学
校
と
の
協
議

を
進
め
な
が
ら
、
教
師
養
成

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
要
請

を
提
示
で
き
る
よ
う
準
備
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。以
下
、

そ
の
取
り
組
み
を
記
す
。

　
⑴
教
団
立
神
学
校
と
の
協

議
を
継
続
す
る
中
で
、
信
仰

告
白
と
教
憲
に
立
つ
公
同
教

会
と
し
て
の
在
り
方
を
求

め
、
そ
の
形
成
の
道
筋
に
つ

い
て
協
議
し
、「
答
申
書
」

に
記
さ
れ
た
内
容
を
踏
ま
え

つ
つ
、
教
団
の
教
師
論
を
深

め
る
。

　
⑵
認
可
神
学
校
と
の
協
議

に
お
い
て
は
、
教
団
が
ど
の

よ
う
な
教
師
を
立
て
よ
う
と

し
て
い
る
か
を
明
確
に
言
語

化
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て

対
話
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

準
備
す
る
。

　
⑶
関
係
委
員
会
と
の
連
携

を
進
め
る
た
め
、
教
師
委
員

会
に
よ
る
継
続
教
育
研
修
に

協
力
す
る
と
共
に
、
教
師
検

定
委
員
会
に
よ
る
受
験
科
目

見
直
し
の
背
後
に
あ
る
教
会

と
教
師
の
現
状
に
対
す
る
危

機
感
を
受
け
と
め
、
課
題
を

共
有
し
て
行
く
。
ま
た
当
委

員
会
と
し
て
も
、
教
団
の
教

会
論
と
教
師
論
に
つ
い
て
の

学
び
を
進
め
る
。

　
な
お
、
前
総
会
期
の
委
員

後列左から、
古旗、石橋、小宮山各委員

前列左から、
東野書記、菅原委員長、岡本委員

会
に
課
題
と
し
て
託
さ
れ

た
「
二
種
教
職
制
」
を
め
ぐ

る
検
討
は
、
第
41
回
教
団
総

会
に
お
い
て
教
憲
9
条
変
更

議
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
た

め
、
当
委
員
会
に
お
け
る
協

議
・
検
討
は
終
了
す
る
。
今

後
の
取
り
扱
い
は
議
長
と
常

議
員
会
の
判
断
に
委
ね
る
。

（
東
野
尚
志
報
）

「
二
種
教
職
制
」検
討
、委
員
会
と
し
て
は
終
了

▼
教
師
養
成
制
度
検
討
委
員
会
▲

　
新
任
・
中
堅
教
師
研
修
を
計
画
準
備

▼
教
師
委
員
会
▲

　
今
総
会
期
研
究
テ
ー
マ
を
協
議

▼
宣
教
研
究
所
委
員
会
▲

究
チ
ー
ム
の
報
告
を
ま
と
め

て
教
団
の
宣
教
の
た
め
に
役

立
て
て
も
ら
う
。
以
上
を
確

認
し
た
。

　
次
に
組
織
に
つ
い
て
協
議

し
、
委
員
長
に
岡
本
知
之
、

書
記
に
小
林
光
を
選
任
し

た
。
岡
本
委
員
長
よ
り
、
初

回
の
委
員
会
な
の
で
自
由
協

議
に
し
た
い
と
の
提
案
が
な

さ
れ
、
前
総
会
期
委
員
会
か

ら
の
申
し
送
り
事
項
（
教
会

と
付
属
施
設
の
関
係
、
同

時
代
研
究
）
を
踏
ま
え
つ

つ
、
今
総
会
期
の
テ
ー
マ
を

定
め
る
た
め
に
、
現
在
関
心

の
あ
る
事
柄
を
委
員
が
自
由

に
発
言
し
た
。
以
下
は
そ
の

一
部
で
あ
る
。
◎
付
属
施
設

は
成
り
立
っ
て
い
る
が
教
会

の
存
続
の
方
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。
信
仰
の
継
承
や
若
者

た
ち
へ
の
伝
道
が
課
題
で
あ

る
。
◎
同
時
代
性
、
緊
急
性

の
点
か
ら
Ａ
Ｉ
な
ど
、
今
後

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
発
達
に
よ

り
牧
師
の
必
要
が
な
く
な
る

時
代
が
目
の
前
に
来
て
い

る
。
こ
の
時
代
を
ど
う
捉
え

る
か
が
課
題
。
◎
地
方
で
の

伝
道
を
考
え
る
と
教
勢
低
下

は
著
し
い
。
高
齢
者
へ
の
伝

道
も
大
切
な
課
題
で
あ
る
。

意
欲
的
な
だ
け
に
疲
れ
て
い

る
伝
道
者
が
多
い
。
地
域
で

の
相
互
牧
会
が
な
さ
れ
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
等
。

　
最
後
に
、
今
後
の
委
員
会

に
つ
い
て
協
議
し
、
今
回
の

自
由
協
議
を
参
考
に
し
て
、

今
総
会
期
で
取
り
上
げ
た
い

研
究
テ
ー
マ
を
各
委
員
が
挙

げ
、
そ
れ
に
優
先
順
位
を
付

け
、
項
目
ご
と
に
委
嘱
者
の

名
前
な
ど
具
体
案
が
あ
れ
ば

そ
れ
も
添
え
て
書
記
に
送

り
、
書
記
は
そ
れ
を
ま
と
め

て
次
回
の
委
員
会
に
備
え
る

こ
と
と
し
た
。（小

林
　
光
報
）

教団伝道推進基本方針

「イエスは、近寄って来て言われた。『わたしは天と地の一切の権能を授
かっている。だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子
にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あなたがた
に命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の終わ
りまで、いつもあなたがたと共にいる。』」

（マタイによる福音書28章18 ～ 20節）

１. 祈祷運動　－共に祈ろう－
　主の伝道命令に従い、500年を経た宗教改革の信仰を受け継ぎ、罪の悔い

改めと救いの感謝の祈りをささげるために「日本伝道の推進を祈る日」（毎
月第3主日）を設けて共に祈りを合わせる。

２. 信徒運動　－共に伝えよう－
　礼拝において聖霊の力を受け、聖書を読み、熱心に祈り、喜びをもって主

の恵みを証しし、キリストの十字架による罪のゆるしの福音を宣べ伝える
信徒として共に成長することを目指す。

３. 献金運動　－共に献げよう－
　日本の各地にあって、日夜伝道のために苦闘している教会・伝道所を具体

的に覚えて祈り、その働きを支えるために共に献げることによって、信徒
および教師における献身の志が高められ、献身者を生み出す教会となるよ
うに献金運動を展開する。

2017年7月11日 40総会期第2回常議員会 制定
2019年4月15日 41総会期第3回常議員会 改訂

つ
い
て
報
告
を
依
頼
し
て
い

る
。

　
教
師
継
続
教
育
研
修
会

は
、
19
年
8
月
20
～
22
日
、

ハ
ー
ト
ピ
ア
熱
海
で
開
催
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
昨

年
同
様
に
「
説
教
と
牧
会
」

と
い
う
主
題
で
、
優
れ
た
講

師
陣
に
講
演
を
依
頼
し
て
い

る
。
教
師
継
続
教
育
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
教
会
あ
げ
て

教
師
を
送
り
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
対
象
者
は
准
允
お

よ
び
転
入
後
10
年
ま
で
の
教

師
で
あ
る
。

　
19
年
は
、
教
団
立
神
学
校

1
校
お
よ
び
認
可
神
学
校
5

校
を
訪
問
す
る
年
で
あ
る
。

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
そ

れ
ぞ
れ
の
神
学
校
を
訪
ね
、

各
神
学
校
と
の
関
わ
り
を
深

め
る
と
き
と
し
た
い
。

（
上
原
智
加
子
報
）
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菅
沼
英
二
氏（
無
任
所
教
師
）

　
19
年
3
月
24
日
逝
去
、
87

歳
。
愛
知
県
生
ま
れ
。
57
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
甲
子
園
、
中

野
桃
園
教
会
を
牧
会
し
、
酪

農
学
園
に
務
め
る
。
遺
族
は

妻
・
菅
沼
祥
子
さ
ん
。

青
佐
春
見
氏
（
犬
飼
教
会
主

任
担
任
教
師
）

　
19
年
4
月
11
日
逝
去
、
69

歳
。
福
岡
県
生
ま
れ
。
04
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
犬
飼
教
会
を

牧
会
。
遺
族
は
妻
・
青
佐
都

美
さ
ん
。

指
宿
文
一
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
4
月
18
日
逝
去
、
92

歳
。
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
62

年
関
西
学
院
大
学
大
学
院
卒

業
。
59
年
よ
り
伏
見
、
甲
子

園
、
国
分
教
会
を
牧
会
し
、

99
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
指

宿
明
子
さ
ん
。

小
林
　
宥
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
5
月
4
日
逝
去
、
85

歳
。
愛
媛
県
生
ま
れ
。
60
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
西
千
葉
、
む
さ
し
小

　「
光
〈
ひ
か
る
〉
と
い
う
名
は
、

聖
書
か
ら
取
ら
れ
ま
し
た
」
と
語

る
笹
尾
光
さ
ん
。
キ
リ
ス
ト
者
4

代
目
、
祖
父
に
は
、
哲
学
者
で
あ

り
、
東
北
学
院
、
明
治
学
院
で
教

鞭
を
執
り
、
横
浜
共
立
学
園
の
5

代
目
、
日
本
人
初
の
校
長
を
務
め

た
笹
尾
粂
太
郎
氏
が
い
る
。

　
大
学
卒
業
後
、
1
9
7
9
年
、

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
に
入
社
。
報

道
記
者
を
経
て
、
番
組
制
作
に
携

わ
る
。
11 

P
M
、
24
時
間
テ
レ

ビ
、
ズ
ム
サ
タ
等
、
テ
レ
ビ
の
全

盛
期
を
象
徴
す
る
よ
う
な
番
組
に

関
わ
っ
た
。番
組
の
企
画
を
決
め
、

視
聴
率
に
つ
な
が
る
よ
う
に
配
置

す
る
「
編
成
」
を
担
っ
た
時
に
は
、

三
つ
の
時
間
帯
（
全
日
、
プ
ラ
イ

ム
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
）
に
お
い
て
視

聴
率
ト
ッ
プ
を
取
る
三
冠
王
を
達

成
。
そ
の
後
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

部
長
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
、
ラ
イ

ツ
・
考
査
責
任
者
、
B
S
日
テ
レ

取
締
役
を
経
て
、
2
0
1
6
年
に

退
社
し
た
。

　
母
が
召
さ
れ
た
後
に
、
両
親
が

在
籍
し
て
い
た
横
浜
指
路
教
会
で

受
洗
。
本
格
的
に
教
会
生
活
を
始

め
た
。
礼
拝
に
通
い
は
じ
め
て
、

「
聖
書
を
み
言
葉
と
し
て
聞
く
」

体
験
を
与
え
ら
れ
た
。
幼
い
頃
か

ら
目
に
し
て
い
た
、
両
親
の
愛
唱

聖
句
を
記
し
た
額
縁
の
言
葉
、「
汝

の
聖
言
は
／
わ
が
あ
し
の
燈
火
／

わ
が
路
の
ひ
か
り
な
り
」
を
「
ま

さ
に
こ
れ
だ
」
と
受
け
止
め
て
い

る
。

　
退
職
後
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学

園
の
常
務
理
事
と
な
っ
た
。
日
テ

レ
時
代
の
上
司
で
あ
り
、
学
園
の

前
理
事
長
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

た
。
こ
の
4
月
か
ら
は
理
事
長
の

重
責
を
担
っ
て
い
る
。

　
学
校
と
い
う
新
た
な
環
境
に
戸

惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、「
毎
朝
、

礼
拝
を
も
っ
て
一
日
が
始
ま
る
幸

せ
を
感
謝
し
て
い
る
」
と
い
う
。

学
内
の
会
議
等
で
祈
り
、
ス
ク
ー

ル
モ
ッ
ト
ー
「P

eace T
ruth 

L
O
V
E

」
に
つ
い
て
語
る
時
に

は
、畏
れ
と
共
に
使
命
を
感
じ
る
。

「
学
校
が
目
指
す
教
育
を
深
化
さ

せ
、
み
言
葉
に
触
れ
ら
れ
る
学
園

で
あ
り
続
け
た
い
」
と
語
る
。
み

言
葉
を
光
と
し
、
そ
の
光
を
掲
げ

つ
つ
歩
ん
で
い
る
。

笹尾　光さん

み言葉の光を掲げつつ

　1956年生まれ。横浜指路教
会員。茨城キリスト教学園理事
長。

　
今
年
の
神
学
校
の
卒
業
式
の
祝
辞

で
「
信
徒
と
は
闘
わ
な
い
、
信
徒
は

裁
か
な
い
、
信
徒
に
は
負
け
て
も
構

わ
な
い
、
礼
拝
で
慰
め
ら
れ
、
礼
拝

で
整
え
ら
れ
る
、
説
教
に
集
中
す
る

こ
と
」
と
語
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
私

も
肝
に
銘
じ
て
い
る
の
で
越
谷
教
会

で
は
温
厚
だ
。

　
し
か
し
、教
会
で
「
私
は
温
厚
だ
」

と
叫
ん
で
も
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
い

の
が
悔
し
い
。

　
教
団
の
仕
事
で
3
月
末
、
清
里
で

開
催
さ
れ
る
「
宣
教
師
会
議
」
に
出

席
す
る
た
め
高
速
道
路
を
走
っ
て
い

た
ら
、
副
牧
師
か
ら
電
話
が
入
っ

た
。
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
で
車
の
中
で
話

す
こ
と
が
で
き
る
。「
次
週
の
説
教

予
告
を
週
報
で
す
る
の
で
、
至
急
聖

書
の
箇
所
と
説
教
題
を
知
ら
せ
て
欲

し
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
次
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
に
入
り
、
聖

書
を
出
し
て
読
ん
だ
。
ロ
ー
マ
書
の

連
続
説
教
で
、
説
教
題
は
、
そ
の
聖

書
の
箇
所
か
ら
決
め
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
説
教
題
を
9
章
33
節
の
御
言

葉
か
ら
「
つ
ま
ず
き
の
石
」
と
決
め

て
副
牧
師
に
電
話
し
た
。

　
聖
書
箇
所
を
伝
え
た
の
ち
、私「
説

教
題
は
『
つ
ま
ず
き
の
石
』
だ
よ
」。

副
牧
師
「
え
っ
、
え
っ
、
何
？
」。

私
「『
つ
ま
ず
き
の
石
』
だ
よ
」。
副

牧
師
「
え
っ
、
え
っ
、
つ
ま
ず
き
の

橋
」。
私
「
橋
じ
ゃ
あ
な
い
よ
、
石

橋
の
石
だ
よ
」。
副
牧
師
「
あ
ー
、

つ
ま
ず
き
の
石
橋
か
」。
私「
…
…
」。

　
私
は
決
心
し
た
。「
副
牧
師
と
は

闘
わ
な
い
。
副
牧
師
を
裁
か
な
い
。

副
牧
師
に
は
負
け
て
も
構
わ
な
い
」

と
。「
躓
き
の
石
橋
」
に
な
ら
な
い

た
め
に
。

（
教
団
総
会
議
長
　
石
橋
秀
雄
）

躓
き
の
石
橋

　
今
年
の
宣
教
師
会
議
は
3

月
25
～
28
日
、
山
梨
県
清
里

に
あ
る
清
泉
寮
を
会
場
に
し

て
行
わ
れ
た
。
今
回
は
初
め

て
の
ケ
ー
ス
と
し
て
前
半
の

二
泊
三
日
は
通
常
の
ス
タ
イ

ル
で
行
い
42
名
の
出
席
。
後

半
の
一
泊
二
日
は
韓
国
か
ら

派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
と
派
遣

元
の
担
当
者
を
対
象
に
17
名

の
出
席
で
あ
っ
た
。

　
前
半
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
参

加
者
を
6
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
①
中
学
1
、
2
年
生
に

ど
の
よ
う
に
説
教
す
る
か
？

②
青
年
を
い
か
に
教
会
に
招

く
か
？
③
教
会
で
期
待
さ
れ

る
宣
教
師
像
、
④
今
教
会
で

話
題
に
す
べ
き
こ
と
、
⑤
教

会
の
宣
教
の
た
め
の
企
画
に

つ
い
て
、
⑥
日
本
人
に
伝
道

す
る
難
し
さ
、
等
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

　
教
師
異
動

高
知
通
町
就（
代
）黒
田
若
雄

松
野
　
　
辞（
主
）宮
川
泰
三

　
〃
　
　
就（
代
）黒
田
若
雄

島
田
　
　
解（
主
）岩
見
誠
司

　
〃
　
　
解（
担
）岩
見
朋
子

下
田
　
　
辞（
主
）髙
田
昌
和

紀
伊
岩
出就（

兼
主
）東
　
　
歩

熊
本
白
川
辞（
主
）粟
津
安
和

　
〃
　
　
就（
主
）富
山
　
信

大
三
沢
　
辞（
主
）栗
澤
秀
夫

石
岡
　
　
辞（
主
）大
森
清
一

館
林
　
　
辞（
主
）篠
原
愛
義

　
〃
　
　
就（
主
）遠
藤
歡
二

宇
都
宮
上
町辞（

主
）川
崎
献
一

　
〃
　
　
就（
代
）横
山
基
生

延
岡
使
徒
辞（
主
）市
来
章
三

　
〃
　
　
就（
主
）川
崎
献
一

福
岡
中
部
辞（
担
）竹
井
真
斉

宇
佐
　
辞（
主
）小
西
美
智
子

　
〃
　
　
就（
主
）竹
井
真
斉

豊
後
高
田

辞（
兼
主
）小
西
美
智
子

　
〃
　
就（
兼
主
）竹
井
真
斉

豊
澤
　
　
辞（
担
）和
田
芳
子

東
海
　
　
辞（
代
）吉
澤
　
永

　
〃
　
　
就（
主
）和
田
芳
子

目
白
町
　
辞（
主
）中
村
　
彰

　
二
日
目
の
午
前
は
広
い
敷

地
を
持
ち
、
清
里
の
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
清
泉

寮
の
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
。
参
加
者
を
3

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
第

一
の
グ
ル
ー
プ
は
酪
農
体
験

の
中
の
バ
タ
ー
作
り
を
経
験

し
た
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は

レ
ン
ジ
ャ
ー
（
自
然
案
内

人
）
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
安

全
に
森
の
中
の
散
歩
を
楽
し

ん
だ
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は

ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
記
念

館
を
見
学
し
た
。
ポ
ー
ル
・

ラ
ッ
シ
ュ
博
士
は
清
泉
寮
を

運
営
す
る
キ
ー
プ
協
会
の
創

設
者
。
日
本
に
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
紹
介
し
た

人
物
と
し
て
も
良
く
知
ら
れ

て
い
る
。
ラ
ッ
シ
ュ
博
士
は

広
い
敷
地
に
井
戸
を
3
つ
掘

り
、
現
在
も
清
泉
寮
本
館
、

清
泉
寮
自
然
学
校
、
キ
ャ
ン

プ
場
は
そ
れ
ぞ
れ
3
つ
の
井

戸
水
を
飲
料
水
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。
多
く
の
宣
教
師

が
こ
の
施
設
を
気
に
入
り
、

来
年
の
宣
教
師
会
議
も
清
泉

寮
を
使
用
す
る
予
定
。

　
第
2
部
と
も
言
え
る
宣
教

師
会
議
を
持
っ
た
理
由
は
、

教
団
で
働
く
約
60
名
の
宣
教

師
の
う
ち
、
教
団
の
教
会
で

主
任
と
し
て
働
い
て
い
る
の

は
韓
国
派
遣
の
宣
教
師
以
外

で
は
2
名
し
か
い
な
い
。
一

方
韓
国
派
遣
の
宣
教
師
は
9

名
。
教
団
の
教
会
形
成
に
韓

国
派
遣
の
宣
教
師
の
働
き
が

必
要
不
可
欠
に
な
り
つ
つ
あ

る
。

　
今
回
は
現
場
で
働
く
宣
教

師
の
悩
み
を
共
有
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。
教
団
三

役
と
総
幹
事
も
参
加
し
た
。

（
加
藤
　
誠
報
）

山梨・清里にて開催

♦ 2019年宣教師会議♦

　
〃
　
辞（
兼
担
）土
肥
研
一

　
〃
　
就（
兼
主
）土
肥
研
一

滝
野
川
辞（
主
）西
之
園
路
子

野
田
　
　
辞（
主
）亀
井
周
二

　
〃
　
就（
主
）西
之
園
路
子

江
古
田
辞（
主
）上
林
順
一
郎

早
稲
田
辞（
担
）福
山
裕
紀
子

会
津
若
松辞（

主
）八
重
樫
捷
朗

　
〃
辞（
担
）八
重
樫
芙
美
恵

　
〃
　
就（
主
）福
山
裕
紀
子

鶴
岡
　
　
辞（
主
）管
家
英
治

　
〃
　
就（
主
）八
重
樫
捷
朗

　
〃
就（
担
）八
重
樫
芙
美
恵

米
沢
　
　
辞（
担
）立
花
則
彰

成
宗
　
辞（
主
）並
木
せ
つ
子

小
金
井
西
ノ
台

辞（
主
）青
戸
宏
史

国
立
　
　
辞（
主
）宍
戸
　
達

　
〃
　
　
辞（
担
）宮
嵜
　
薫

　
〃
　
　
就（
主
）宮
嵜
　
薫

　
〃
就（
兼
担
）北
川
美
奈
子

八
王
子
栄
光辞（

主
）郷
　
義
孝

　
〃
　
　
辞（
担
）郷
か
し
こ

下
田
　
　
就（
代
）江
口
　
充

島
田
　
　
就（
代
）石
井
佑
二

愛
和
病
院
辞（
教
）汐
碇
直
美

奈
良
　
　
辞（
主
）栗
原
宏
介

　
〃
　
　
就（
主
）汐
碇
直
美

岡
本
　
　
辞（
代
）奥
村
益
良

　
〃
　
　
就（
主
）栗
原
宏
介

大
阪
　
　
辞（
代
）本
庄
侑
子

　
〃
　
　
辞（
担
）本
庄
侑
子

　
〃
　
　
就（
主
）本
庄
侑
子

大
阪
常
磐
辞（
主
）牧
浦
　
昇

　
〃
　
　
就（
代
）樋
川
義
國

石
津
　
　
辞（
主
）迫
田
康
洋

　
〃
　
辞（
担
）迫
田
満
寿
枝

水
戸
中
央
辞（
主
）山
本
隆
久

　
〃
　
辞（
担
）山
本
英
美
子

　
〃
　
　
就（
主
）柳
村
宏
文

田
園
調
布
就（
担
）姜
　

米

狛
江
　
　
就（
担
）李
　
倫
尚

　
〃
　
　
就（
担
）李
　
香
奈

今
津
　
　
辞（
代
）平
山
正
道

　
〃
　
　
就（
主
）桑
原
博
文

京
都
丸
太
町就（

担
）藤
浪
敦
子

安
来
　
　
辞（
担
）土
肥
香
織

　
〃
　
就（
兼
担
）土
肥
香
織

横
田
相
愛
辞（
代
）土
肥
香
織

　
〃
　
　
就（
主
）土
肥
香
織

松
江
　
辞（
兼
担
）土
肥
香
織

　
〃
　
就（
兼
担
）土
肥
香
織

長
門
　
　
辞（
主
）上
原
芳
子

　
〃
　
　
就（
主
）福
永
秀
光

美
祢
　
辞（
兼
主
）上
原
芳
子

　
〃
　
就（
兼
主
）福
永
秀
光

恵
泉
　
　
辞（
代
）亀
井
拓
也

　
〃
　
　
就（
主
）上
原
芳
子

田
原
吉
胡
辞（
代
）前
田
和
之

　
〃
　
　
就（
代
）平
井
克
也

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

辞（
代
）斎
藤
成
二

　
〃
　
　
就（
主
）能
㔟
岳
史

明
石
ベ
テ
ル辞（

主
）鈴
木
　
眞

　
〃
　
　
就（
主
）斎
藤
成
二

　
〃
　
　
就（
担
）鈴
木
　
眞

松
江
古
志
原辞（

主
）川
﨑
　
愛

　
〃
　
　
就（
代
）遠
藤
誠
一

神
戸
北
　
辞（
代
）東
島
勇
人

　
〃
　
　
就（
主
）川
﨑
　
愛

曽
根
　
　
辞（
主
）真
下
　
潤

　
〃
　
　
就（
代
）奥
村
益
良

淡
路
三
原
辞（
担
）佃
　
克
巳

　
〃
　
就（
兼
担
）佃
　
克
巳

広
石
　
辞（
兼
主
）佃
　
克
巳

　
〃
　
　
就（
主
）佃
　
克
巳

　
〃
　
就（
兼
担
）佃
　
真
人

津
屋
崎
　
辞（
主
）木
村
真
彦

東
郷
　
辞（
主
）大
薮
善
次
郎

　
〃
　
　
就（
主
）木
村
真
彦

春
日
東
辞（
主
）青
木
麻
里
子

　
〃
　
就（
代
）青
木
麻
里
子

福
岡
女
学
院
中
高
　

就（
教
）青
木
麻
里
子

美
里
　
　
辞（
主
）三
枝
千
洋

　
〃
　
　
就（
代
）髙
多
　
新

内
海
　
　
辞（
主
）荻
野
英
夫

　
〃
　
　
就（
代
）福
田
　
哲

石
岡
　
　
就（
主
）荻
野
英
夫

山
教
会
を
牧
会
し
、
99
年
隠

退
。
遺
族
は
妻
・
小
林
知
子

さ
ん
。

立
石
賢
治
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
4
月
21
日
逝
去
、

1
0
0
歳
。
北
海
道
生
ま

れ
。
82
年
農
村
伝
道
神
学
校

卒
業
。
同
年
よ
り
月
寒
、
西

札
幌
教
会
を
牧
会
し
、
01
年

隠
退
。
遺
族
は
娘
・
立
石
貴

美
子
さ
ん
。
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